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「陰田広畑遺跡調査概報」 王E畠呉表

ペ、－ジ 本　文　行 誤 正

カラー2 最下行 陰田広畑遺跡の耳環 陰田広畑遺跡の耳環　　 く下郎隙）

2 下から12行目 ・・埋蔵文化調査室では、 ・・埋蔵文化虻調査室では、

3 第1図 配右還匪 配石遭構
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第1図スケール

第6図キげ淘ン

o　　　　 s＝1′500　　　 250m 0　　　　　　　　　　　 25m

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿　」r一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一l

・・第1加工段掛合遺構互 ・・第1加工段鍛冶遺構　 （下郎酔）

7 下から3行目 ん⊥古墳時代後期の・・ ん。古墳時代後期の‥

10 上から15行目 ・・場所を珪定できます。 ・⊥場所を推定できます。

16 表の上から3行目 一舷国道1 8 0号道路・・ 一般国道1 8 0号道路・・
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じかん

陰田広畑遺跡出土の目環（南より）



例　　言

1．本書は鳥取県が実施する一般国道180号改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の概報である。
にいやまやまだこふんぐんやまだいせき　とぎいしやまいせき　　　　　　　　いん

調査の概報は平成3年度に『新山山田古墳群・山田遺跡・研石山遺跡』、平成4年度に『陰
だよさかだにいせきかく　だにいせき　　　　　　　　にいやまいせきぐんおくいんだいせきぐん

田夜坂谷遺跡・隠れが谷遺跡』、平成5年度に『新山遺跡群・奥陰田遺跡群』、平成6年度に
ひろばたけいせき

『奥陰田遺跡群』、平成7年度に『新山山田遺跡・陰田広畑遺跡』を刊行しており今回が6冊

目である。

2．調査は鳥取県からの委託を受けて（姉米子市教育文化事業団が行った。

3．平成7年度の発掘調査は（廊米子市教育文化事業団山川千絵・深田洋史が担当した。

4．本書の執筆・編集は（廊米子市教育文化事業団深田洋史が行った。

次

はじめに

中海をめぐる歴史的環境

陰田広畑遺跡と陰田遺跡群

陰田広畑遺跡の鍛冶炉

陰田広畑遺跡の出土品

陰田広畑遺跡の建物

はじめに

米子市教育文化事業団埋蔵文化調査室では、鳥取県からの委託を受けて、鳥取県が実施する一般

国道180号（米子ノ可パス）道路改良工事に伴う遺跡の発掘調査を行っています。

発掘調査は、平成元年度より年度毎に継続されています。一般国道180号（米子バイパス）道路改
にいやま　　　やまだ　とぎいしやま　しもやまいせき　　　　　　　いん

良工事予定地内において、平成元年度より新山地域の山田、研石山、下山遺跡、平成2年度より陰
だ　　　よさかだに　　　だに　かく　　だに　ひろばたけみやたにいせき

田地城の夜坂谷、ハタケ谷、隠れが谷、広畑、宮の谷遺跡の調査が実施されました。
きゅうこう

平成7年度は陰田地城で広畑遺跡、宮の谷遺跡、マノカンヤマ遺跡久幸地区の調査を行いました。

陰田広畑遺跡の調査は、複数年度にわたって行われてきましたが、平成7年度をもって終了することが

できました。

調査の結果、陰田広畑遺跡については、弥生時代後期から平安時代にかけての人々の生活の一部

が明らかになりました。陰田広畑遺跡は、奈良時代の陰田遺跡群の中心的な遺跡です。特に、陰田広
かじろ

畑遺跡で検出された鍛冶炉は、陰田遺跡群における鉄器生産についての重要な資料といえます。

以下、陰田広畑遺跡の発掘調査の主な成果を紹介します。
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第1囲　陰田広畑遺跡全体図
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なかうみ

中海をめぐる遺跡

4

1陰田広地遺跡

2　陰田小犬田池遺跡

3　陰田1号墳

4　陰田伝出土地

5　陰田隠れが谷遺跡

6　境遺跡

7　青木遺跡

8　井上遺跡

9　石州府第4遺跡

10　大下畑遺跡

＝　百塚第1遺跡

12　番原遺跡

13　回信遺跡

14　美保神社

15　美保関町森山

16　出雲国分尼寺跡

17　武内神社裏山

18　オノ峠遺跡

19　パパタケ遺跡

20　岩汐窯跡

21山津窯跡

22　池ノ奥窯跡地

○

☆

1

▲

◆

●

土鳥

鍛冶炉

縄文時代

弥生時代

古墳時代

古墳

一　　横穴

★　　奈良時代

卍　　寺址
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23　薦沢別所遺跡

24　朝酌小学校裏

25　寺ノ脇遺跡

26　御崎谷遺跡

27　鏡の池

28　稲積遺跡

29　タテチョウ遺跡

30　徳見津遺跡

31五反田遺跡

第2園　中海をめぐる遺跡



中海をめぐる歴史的環境
いんだひろぼたけいせき　よなごしいんだちょう

陰田広畑遺跡は、米子市陰田町に位置しています。陰田町は、鳥取県と島根県の県境の町で中海
のぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どば

を北に臨み、三方を丘陵に囲まれています。陰田広畑遺跡をはじめ陰田遺跡群では、土馬や鉄に関連
いぶつ　　」．3つど

する遺物が多く出土しました。これらは中海周辺の遺跡からも多く出土する遺物です。おそらく、古代か
なかうみ

ら中海を通した人々の交流があったことでしょう。

＜中海をめぐる土馬出土遺跡＞

広畑遺跡では、谷部から土馬が2体出土しまし
かく　　だに

た。同じ陰田遺跡群内の隠れが谷遺跡からは18

体も出土しています（第3図）。このように、陰田遺

跡群は土馬が集中している地域です。

中海周辺の他の遺跡に目を移すと、島根半島な
まつえし

どで出土していますが、特に松江市周辺に集中す

る傾向にあります。

中海周辺から出土する土馬は、性別がわかるも

のが多いという点が特徴です。

第4園　ハ重垣神社の鏡の池

6

第3園　陰田隠れが谷遺跡の土馬

出土地の性格

土馬の出土地は、大きく5つに分類できます。
みほ　　　たけうち

①　神社…‥美保神社、武内神社など

かきばら

②　水辺…‥タテチョウ遺跡、柿原池、
やえがき　　　かがみ

八重垣神社の鏡の池など
さいのとうげ　　　みさきだに

（彰・祭りの場‥・才ノ峠遺跡、御崎谷遺跡

など
てらのわき

（彰　住居…‥寺ノ脇遺跡など

かま　　　　　おおいこようし

⑤　窯……大井古窯址群など

このような出土状況は土馬の使用日的という点

で重要な手がかりを与えてくれます。



＜中海をめぐる鉄生産遺跡＞
かじろ

陰田広畑遺跡では、鍛冶炉や土が焼けた跡などがみつかりました。また、多くの鉄生産に関係する遺

物が出土しました。

第6図　徳見津遺跡の第1加工段鍛冶遺構安
（安来道路東地区、徳見津還跡調査指導酎出99峠より）

やすぎし

中海周辺に目を移すと、陰田遺跡群のある米子市に県境を接する島根県安来市は鉄の町として知られ
ごたんだ　　　とくみっ

ています。安来市にある五反田遺跡、徳見津遺跡からは鍛冶工房の跡が検出されており、6世紀の終
ほそいたたらだに

わりから8世紀にかけて鉄生産がおこなわれていたようです。安来市には、その他の遺跡として細井炉谷
たたらあと　　　　たたら

炉跡、ウガフキ炉跡があり、古代からの伝統が今にいたるまで受け継がれているといえます。中国山地で

は古代から「たたら製鉄」がおこなわれていました。そして、安来港が近世に鉄の積み出し港の1つと

して栄えていたようです。

中国山地のたたら製鉄遺跡

第7園　安来潜

中国山地は品質のよい山砂鉄の山地
いずもいわみ

として、出雲石見地方の山間部では古く

から砂鉄採集が行われていたようです。

しかし、古代にさかのぼって、これを裏

付ける考古学的な資料はあまりありませ

ん！古墳時代後期の中国山地の製鉄遺

構として、島根県の石見山間部で発見
いまさヤやま

された今佐屋山遺跡があります。
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第8図　陰田遺跡群



陰田広畑遺跡と陰田遺跡群
いんだ　　　　　　　　　いんだひろばたけいせき

陰田には、今回紹介する陰田広畑遺跡をはじめ、多くの遺跡があります（第8図）。陰田遺跡群の各
てっさい　Lゆつど

遺跡に共通するのは、古墳時代後期から奈良時代の土器といっしょに鉄津が出土することです。斜面を
ほったてばしら

テラス状に加工して段をつくり、そこに掘立柱の建物を建てるのも特徴の一つです（第9図）。陰田広畑
だんじょういこう　　　　　　かじろ

遺跡では段状遺構（テラス）から鍛冶炉がみつかりました。当時の陰田遺跡群では鉄製品の生産が行

われていたことがわかります。
どば

また、陰田遺跡群ではお祭りに使われたと思われる土馬が出土することも特徴といえます。第10図は

広畑遺跡での土馬の出土状態です。
さいし　　　　　　　　　なかうみ

つまり、陰田遺跡群の性格は「鉄」と「祭祀」に代表されます。中海周辺は、鉄生産に関連する

遺跡が多く、土馬も多く出土する地域です（第10図）。陰田遺跡群は、中海周辺で暮らしていた古代

の人々の生活を復元するうえで、重要な遺跡の1つなのです（第11図）。

第9図　陰田遺跡群断面模式図

第10図　土馬の出土状況

第11囲　陰田からみた中海
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陰田広畑遺跡の鍛冶炉
いんだひろばた汁いせき　　　　　　　かじろ　　　　　　　　　　　　　　　　　えんぎLき

陰田広畑遺跡から、奈良時代の鍛冶炉がみつかりました。平安時代に作られた「延喜式」という書
ほうき　　　　よう　ちょう

物には、『伯者の鉄』は唐、調（昔の税金）の対象としてあげられていました。陰田広畑遺跡の鍛冶
あすか　はくほう

炉は奈良時代（8世紀）のもので、延喜式の頃と1世紀程時代は異なりますが、飛鳥・白鳳時代から平
こうほう

安時代にかけて、この遺跡で鍛冶工房が営まれていました。

＜鍛造剥片と粒状i宰＞
たたきた

砂鉄から作った鉄の塊をを熟し、叩き鍛えて鉄製品にする工程を鍛冶といいます。鍛冶は、鉄の塊に

含まれている不純物を取り除き、鉄の強度を高めていく作業です。第12図のような姿で作業していたと考

えられます。
たんぞうはくへん

鍛冶作業時に飛び散った火花が冷えたもののことを『鍛造剥片』といいます。大きさは1．5～5mm，厚
てっさい　jypう」ようさい

さは0．1～0．8mmの非常に薄い鉄片です。また、玉状の鉄淳（粒状淳）も鍛冶炉の周辺にみられます。
・主〉1しょうさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しずく

『粒l大津』は直径0．6～3．5mmで、鍛冶作業時に製品から雫状に落ちたものです。

第16図は、鍛冶炉周辺の土の中に鍛造剥片がどのくらい含まれているかを表わしたものです。これに

より作業を行っていた場所を特定できます。

鍛冶炉の東側で鍛造剥片と粒状淳の分布密度が高くなっています。ということは、この場所で作業が

行われていたことが考えられます。

＜鍛冶炉＞
ふいご　は

一番高い熱を受けた白い部分には、第15図の靖の羽
ぐち

口が置かれていたと考えられます。指の羽口は鍛冶炉に

新鮮な空気を送り込むところです。新鮮な空気が送り込ま

れるので、燃える温度が高くなり、高い熱を受けることに

なります。

第12園　鍛冶作業風景図
（潮見　浩『技術の考古学』有斐閣より）
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この鍛冶炉の周辺には、周りの土に比べ

て、赤く焼けた土が見つかりました。中心
に窪みがあり、白く焼けた部分と黒く焼け

た部分がありました。
土の色は、受ける熟の温度の高い順に、

白、黒、赤と変化します。

鍛冶炉の土の色は①自褐色、②黒褐色、

③赤褐色の3色になっていました。

努等粥
喩輪
廻望
刃「引
墜輩

壷東
上コ．ゝコ

垂毎
車「刃
細目班
凄童だ
ぜト田
建坪
塔頼
経酬…
∈）㊥

第15図　第3テラス鍛冶炉
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0．1～0．3
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10．0～20．0

20．0以上

0　　　　　　　　　　　2m

第16園　鍛冶炉周辺鍛造剥片・粒状澤分布図
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陰田広畑遺跡の出土品
いんだひろばたけいせき　　　　　　　　　　　　　いこう　　　　いぶつしゅつど

陰田広畑遺跡では、斜面をテラス状に加工した段状の遺構から、多くの遣物が出土しました。
せつごう

発掘調査で出土した遺物は、ばらばらの状態で見つかることが多いのですが、それを接合して、発掘調

査で得た情報をもとに整理・分析することで、私達に様々なことを教えてくれます。たくさんの遺物の中か

ら、陰田広畑遺跡を考えるうえで代表的な遺物を紹介します。

第17図　須恵器

〈須恵器〉
すえき

陰田広畑遺跡で最も多く出土したのは須恵器です。その中でも、奈良時代と思われる須恵器が大半
つきぶた　　　　　　　っき　　　　　　　　　たんけいつぼ

を占めています。第17図1は杯蓋で、第17図2のような杯とセットになります第17図3は短頸壷です。こ
かめつぼはそうさらはち

の他には、嚢・壷・施・皿・鉢などがあります。また、古墳時代後期や平安時代の須恵器も出土してい

ます。

第18図　須恵器の出土状況
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第19園　土製支脚 第20園　土製毒

〈土製竃・土製支脚〉
どせいかまど　　　　　　　どせいしきヤく

第20図が土製竃です。第19図は土製支脚とよばれるもので、嚢なとをのせて支える道具です。どち
こんせき

らも実用品と考えられますが、陰田広畑遺跡出土の土製竃には、火を使用した痕跡を残すものはあまりみ

られません。お祭りに使われることもあったと考えられます。

第21図　土馬

〈土　馬〉
かく　　だに　　　　どぼ　　　　　　　　　　　　　すえしつ　はじしつ

陰田遺跡群では、陰田隠れが谷遺跡などで土馬が多く出土しています。土馬には須恵質と土師質の
くら

ものがありますが、広畑遺跡で出土した土馬（第21図）はいずれも土師質の土馬です。背中には鞍が
しゅ　　　　　　　　しゆう

乗せてあり、朱が塗られています。雌雄が分かるものもありますが、広畑遺跡の土馬にはそれを示すシン
まれ　　　　　　　　　　　こわ

ボルはみられません。土馬が完全な形で出土することは稀で、多くの場合はどこかが壊された状態でみつ
あまご

かります。お祭りの道具として使われていたと思われ、特に、雨乞いなどの水に関わるお祭りと関係があ

ると考えられています。
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陰田広畑遺跡の建物
いんだひろ：また汁いせき

陰田広畑遺跡の建物は、山の尾根の頂部や谷

の斜面部を利用して作られています。尾根または斜
けす

面を断面L字状に削って平らな床（テラス）を作り、そ
ようと

こに用途に応じて建物を建てていたようです。

テラスは、谷全体に大小10以上もあり、幅はおよ

そ15～20m、長さは小さいものは12mから大きなも

のは70m近くもありました（第22図）。

第22図　陰田広畑遺跡第3・6テラスの掘立柱建物群
尾根又は斜面をL等状に加工・整地し、柱穴を振り込んで建物を建てていますこ

〈掘立柱建物跡〉
とう　ほったでましらたてもの

陰田広畑遺跡の南側斜面のテラスには、約25棟の掘立柱建物が建てられていました。建物は、テラ
Jこ　　　　　　　　　　か

スに沿って並び、何度か建て替えられていたようです。また、建物の後ろ側には、溝がコの字状に掘り込

まれていて、斜面から落ちてきた水を排水する役目をもっていたと思われます。
L・さつどいぶつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かじろ

出土遺物をみると、これらの建物は奈良時代のものが多いようです。床に鍛冶炉や土が焼けた跡が残っ

ているものもあり、主に作業場やすまいとして使われていたと思われます（第23図）。

〈竪穴住居跡〉
たてあな：．・ふうきょ

陰田広畑遺跡の尾根部のテラスに、6棟の竪穴住居が建てられていました。第8テラスの竪穴住居の
すみ

1つは、1辺が約5mの隅が丸い方形で、柱が4本、床の真ん中に穴が掘ってありました。

この住居は、弥生時代の終わりから古墳時代の初めの頃のものと思われます（第24図）。

第23園　掘立柱建物跡（第6テラス）　　　第24図　竪穴住居跡（第8テラス）
穴の位置や方向を見て建物の形や大きさを推測しますコ　　　　　　　　　　柱を立こ屋根でおおった半地下式の住居です。

1∠1



〈配石遺構〉
いこう

第8テラスの北側に石を並べた遺構がありました。テラスの壁を掘り込んで造られた幅が約4．0m、奥
し

行きが約1．7mの区画の中に大きさ10～30cmの石がたくさん敷かれ、手前に2つ、50～60cmの大きくて

上が平らな石が置かれていました。これらの石は、いずれも角張った山の石が使われていました。また、

配石遺構の正面には、炭の入った径が約70cmの浅い穴がありました（第25図）。

出土遺物より、この遺構は古墳時代の終わりから奈良時代のものと思われます。

この遺構をよくみると、手前の2つの石の奥にも平らな石が横向きに並んでいます。この四角く並ぶ平ら

な石の上に何か置かれていたのでしょうか。遺構がある場所や平らな石が並ぶ範囲などから推測すると、
はいせきいこう

この配石遺構の上には、小さな神社のような建物があったのかもしれません（第27図）。

第25園配石遺構
平らな石が方形に並んでいます。

正面に炭の入った土坑がありました

上面が平らな石

碑炭が出土した範囲

第26図　掘立柱建物の復元 第27囲「こんな建物が建っていたのでしょうか。」
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